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主 な 検 討 事 項
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主な検討事項

１．利用児童の状態像を踏まえ、障害児入所施設での暮らしについてどのような生活を目指すのか。

２．利用児童の状態像に応じた施設類型の在り方について整理する。

３．障害児入所施設を利用する児童の家族への支援についてどのように考えるか。

４．障害児入所施設が果たすべき地域支援機能について整理する。

５．障害児入所施設と社会的養護施策との役割についてどのように考えるか。

６．その他



主な検討事項（案）

① 障害児及び家族の在宅生活の支援について
（在宅支援）
〇 障害児入所施設の機能を活かした在宅の支援について、どのような方策が考えられるか。

（検討の視点の例）
・ 虐待の予防、養育への協力、育児不安の解消等について、どのような支援を行うことが考えられるか。
・ こども家庭センター、児童発達支援センター、児童家庭支援センター、相談支援事業所、児童相談所、医療的ケア児支援セ
ンター等と連携し、障害児入所施設を利用しながら、安定して在宅支援を継続できるようにするには、どのような方策が考
えられるか。

・ 地域資源が不足している地域においては、障害児入所施設が専門性を生かし、地域の実情等に応じ、市区町村と連携した
障害児通所支援を行う等、施設を多機能化していくためには、どのような方策が考えられるか。

 〇 障害児入所施設において実施するレスパイト機能について、どのように考えるか。

（検討の視点の例）
・ 障害児入所施設における短期入所等のレスパイト機能を促進していくにはどのような方策が考えられるか。
・ 障害児と家族への支援として、短期入所を行う際にレスパイトの目的だけではなく、他にどのような支援の在り方が考えら
れるか。

４．障害児入所施設が果たすべき地域支援機能について整理する。
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主な検討事項‐４



主な検討事項（案）

(続き）
（関係機関への支援）
 〇 地域の他の関係機関が障害児入所施設の機能を活用するために、どのような方策が考えられるか。

（検討の視点の例）
・ 障害児入所施設が、保育所等訪問支援の実施を促進するためには、どのような方策が考えられるか。
・ 地域の支援体制を検討する協議の場等に参画することも含め、中核機能を持つ児童発達支援センターや児童家庭支援セ
ンター等と連携の在り方を検討し、障害児入所施設が有する生活の場における専門性を生かし、地域全体で障害児とその家
族の支援を進めるためには、どのような方策が考えられるか。

・ 障害児入所施設が有する生活の場における専門性を生かし、母子保健分野の各種健診へのサポート、巡回相談への同行、
子育て教室等へのサポート、地域のこどもたちへの居場所の提供等の地域支援について、どのような方策が考えられるか。

② 移行支援について
  〇 入所児童の移行後のアフターケアについて、どのような方策が考えられるか。

（検討の視点の例）
・ 障害福祉サービスへの移行後のアフターケアについて、ソーシャルワーカーの支援等、どのような方策が考えられるか。

４．障害児入所施設が果たすべき地域支援機能について整理する。

３

主な検討事項‐４
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